
◎訪 問 日：平成３０年９月１２日(水)

◎活動場所：天栄村立大里小学校

大里子ども教室は天栄村立大里小学校の会議室を利用して開設され、平成１９年度の

開設から今年度で１２年目となります。１年生から６年生の３４名が登録しており、平

日は基本的に毎日実施しています。各学年の下校時から１８時まで、７名の登録スタッ

フが子どもたちの面倒をみてくれています。

子ども教室に来た子どもたちは、連絡帳をスタッフの方に

渡します。連絡帳には家庭や子ども教室での様子等を書き込

む欄があり、保護者と子ども教室スタッフが必要な情報を共

有できるようにしています。

この日子ども教室に入ると、１，２年生の子どもたちが集

中して宿題に取り組んでいました。最初の３０分間は宿題の

時間として確保しています。難しいところはスタッフの方に教えてもらいながらがんば

っている姿も見られました。

宿題が終わった子どもたちのほとんどは校庭に出て、女子は一輪車遊び、男子は遊具

遊びをして仲良く遊んでいました。どちらにもスタッフの方が１名ずつ付いて、子ども

たちを見守っていました。一輪車遊びでは、華麗なペダルさばきを得意げに見せてくれ

る女の子がいて、とてもほほえましかったです。室内で遊んでいる子どもたちはルービ

ックキューブやあやとり等をスタッフの方と楽しんでいました。

この他によく見られる遊びとして校庭では鬼遊び、体育館ではバドミントンやバスケ

ットボール、室内では塗り絵、読書、折り紙などがあり、時期によって子ども教室内で

流行する遊びがあるのだそうです。

この日６年生は校庭で陸上大会に向けた練習をしていましたが、いつもはサッカーの

チーム分けをしてくれたり、一緒に遊んでくれたりして低学年の子たちの面倒をよくみ

てくれています。

大里子ども教室では毎月学校からの連絡を基に、翌月の子ども教室の予定表を配付し

ています。予定表には子どもたちの様子が分かるように、子どもたちの活動している写

真や文章も掲載されています。

【翌月の予定も入ったお便り】

【宿題】 【一輪車遊び】【遊具遊び】




